
 

氏名 A.T 

【合格した自治体（校種・教科）】 

 神奈川県（高校・物理） 

 

①いつから勉強したか？また、どんな勉強から始めたか？ 

 僕は８月から少し勉強を始め、１月から本格的に始めました。まずは教職教養の教育原理から始め、問題

集を解き、参考書と見比べながら解答をすることから始めました。 

 

②あなたのオススメの教材とは！？ 

 東京アカデミーの参考書・問題集、各自治体の過去問、各自治体の参考書、教員養成セミナーの雑誌 

 

③とっておきの勉強法 

 眠たいときには無理に勉強せずに、寝る！！15分ほど寝ると頭がスッキリします。週単位や月単位で「こ

こまでやる！」と目標を決めて行うと、達成感ややる気に繋がりました。 

 

④１日に何時間勉強していたか？ 

 平均は５時間くらいで、できるときは６～８時間、できないときにはやらないときもありました。 

 

⑤息抜きの方法は？くじけそうになったときは？ 

 思い切って友達と遊んだり、音楽を聞きながら散歩をしたりしました。くじけそうになったときは、友達

に相談をしたり、おもいっきり遊んで気分転換してきました。 

 

⑥どの自治体を受けたか？ 

 大阪府と神奈川県を受けました。共に高校・物理です。 

 

⑦⑥を踏まえて、それぞれの自治体の面接や筆記（専門含む）などをどのように対策していたか？ 

 面接はナビの面接練習に参加することです。自分で行うことはもちろんのこと、見学もしっかり行うべき

です。筆記は問題集を解き、間違ったところには印をつけて、何度も繰り返し勉強しました。専門も同様で

す。 

 

⑧ゼミ（授業）や就活と教員採用試験の兼ね合いは？ 

 僕は研究室との兼ね合いは何もなかったです。 

 

⑨バイトやボランティアはどうしていたか？ 

 ボランティアは５月の末まで週３でやっていました。 

 

 

⑩大学生活中にやっておいた方がいいこと！ 



 自分のしたいことを積極的にしておくことです。それが絶対に今後を輝かすことになります。 

 

⑪ナビの良かった点は？ 

 みんなで１つの夢を追いかけ、そしてお互いがお互いを刺激し合い、励まし合い、成長し合えるところで

す。また、卒業後も一緒にいたいと思える仲間が作れることです。 

 

⑫あなたはどんな先生でありたいか？ 

 理科を好きな生徒を増やしたいのはもちろんです。また生徒が卒業したら、自立した一人の社会人として

生きていけるように育てられるような先生になりたいです。 

 

⑬これから教員採用試験を受ける先生の卵たちへ！ 

 どんなことも無駄なことなんてありません。１つ１つの経験が今までの自分を育てるきっかけとなり、こ

れからの自分の成長に繋がります。そして、努力は必ず身を結びます。頑張れとは言いません。あなたたち

は今までいろんなことに全力を尽くして頑張ってきていると思います。だから、これから先も 1日 1日を大

切にし、そして後悔ではなく反省をして毎日を過ごしてください。 

 

 

 

 


